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This paper is a study concerning the knowledge sharing process of international trade fair
exhibition projects such as MWC（Mobile World Congress）, held in Barcelona, Spain in２０１６.
It is necessary to build a social network that includes specialized knowledge and experience
of experts to achieve results in a limited period. To discuss the characteristics of social net-
work and content of communication，a social network analysis was carried out using e-mail
data among staff. Additionally, text data from all phases such as e-mails as well as proceed-
ings from regular meetings were text mined for keywords through an analysis. The findings
are what type of people shared the specialized knowledge in a certain process to utilize the
expertise of execution for this complex project.
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表１ 出展プロジェクト（２０１６）における対象期間，対面会議等の頻度およびノード数
フェーズ 対象期間 定例会議などの頻度 ノード数
P１ ２０１５年５月１日 ―５月３１日 キックオフ会議 １回 ２２
P２ ２０１５年６月１日 ―６月３０日 定例会議 ２回 ビデオ会議 １回 ２８
P３ ２０１５年７月１日 ―７月３１日 定例会議 ２回 ３１
P４ ２０１５年８月１日 ―８月３１日 定例会議 ２回 ビデオ会議 ２回 ３１
P５ ２０１５年９月１日 ―９月３０日 定例会議 ４回 ビデオ会議 １回 ３４
P６ ２０１５年１０月１日 ―１０月３１日 定例会議 ４回 ビデオ会議 ３回 ３４
P７ ２０１５年１１月１日 ―１１月３０日 定例会議 ６回・スペインでの会議１回 ３４
P８ ２０１５年１２月１日 ―１２月３１日 定例会議 ４回・スペインでの会議１回 ３４
P９ ２０１６年１月１日 ―１月３１日 定例会議 ６回 ビデオ会議 １回 ３２
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る（Beauchamp,１９６５; Uzzi and Spiro ,２００５；若林，２００９a）。本稿はこの近接中心性に着目し，
ネットワークにおいて，誰がどのような役割を果たしているのかについて検討する。近接中心
性はネットワーク全体の影響を考慮しており，組織での知識の共有と活用という分析に相応し
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表３ 出展プロジェクト（２０１６）における各フェーズにおける近接中心性の上位ノード
順位 フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３ フェーズ４ フェーズ５
１ ３２．電気関係エンジニア（ES）０．０１１ ２１．施工担当プロデューサ （ーJP）０．０２０ ３５．プロジェクト・エンジニア（ES） ０．００５ ３５．プロジェクト・エンジニア（ES） ０．００５ ３５．プロジェクト・エンジニア（ES） ０．００６
２ １．広報・宣伝担当本部長（JP）０．０１２ ３５．プロジェクト・エンジニア（ES） ０．０２０ ３６．テクニカル・マネジャ （ーES）０．００５ ３６．テクニカル・マネジャ （ーES）０．００５ ３６．テクニカル・マネジャ （ーES）０．００６
３ ２．広報宣伝部長（JP）０．０１２ ３６．テクニカル・マネジャ （ーES）０．０２０ ７．関連会社コーディネータ （ーJP）０．００６ ７．関連会社コーディネータ （ーJP）０．００６ ９．関連会社デザイナ （ーJP）０．００６
４ ３５．プロジェクト・エンジニア（ES） ０．０１３ ７．関連会社コーディネータ （ーJP）０．０２０ ２３．イベント・プロデューサ （ーJP）０．００６ ２３．イベント・プロデューサ （ーJP）０．００６ ２３．イベント・プロデューサ （ーJP）０．００７
５ ２９．運営担当マネジャ （ーES）０．０１４ ２６．欧州拠点マネジャ （ーNL）０．０２４ ２．広報宣伝部長（JP）０．００７ ２．広報宣伝部長（JP）０．００７ ７．関連会社コーディネータ （ーJP）０．００８
（昇順） ネットワーク平均 ０．０１５ ネットワーク平均 ０．０２７ ネットワーク平均 ０．００８ ネットワーク平均 ０．００８ ネットワーク平均 ０．０１０
順位 フェーズ６ フェーズ７ フェーズ８ フェーズ９ フェーズ１０
１ ３５．プロジェクト・エンジニア（ES） ０．００６ ３５．プロジェクト・エンジニア（ES） ０．００６ ３５．プロジェクト・エンジニア（ES） ０．００６ ９．関連会社デザイナ （ーJP）０．００６ ９．関連会社デザイナ （ーJP）０．００８
２ ３６．テクニカル・マネジャ （ーES）０．００６ ３６．テクニカル・マネジャ （ーES）０．００６ ３６．テクニカル・マネジャ （ーES）０．００６ ３５．プロジェクト・エンジニア（ES） ０．００６ ３０．施工ゼネラル・マネジャ （ーES） ０．００９
３ ９．関連会社デザイナ （ーJP）０．００６ ９．関連会社デザイナ （ーJP）０．００６ ９．関連会社デザイナ （ーJP）０．００６ ３６．テクニカル・マネジャ （ーES）０．００６ ７．関連会社コーディネータ （ーJP）０．０１０
４ ２３．イベント・プロデューサ （ーJP）０．００７ ２３．イベント・プロデューサ （ーJP）０．００７ ２３．イベント・プロデューサ （ーJP）０．００７ ２７．チーフデザイナ （ーJP）０．００７ ２．広報宣伝部長（JP）０．０１０
５ ７．関連会社コーディネータ （ーJP）０．００８ ７．関連会社コーディネータ （ーJP）０．００８ ７．関連会社コーディネータ （ーJP）０．００８ ２．広報宣伝部長（JP）０．００７ ２７．チーフデザイナ （ーJP）０．０１０
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表４ テキストマイニングによって抽出されたキーワード（名詞・動詞）
フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３ フェーズ４ フェーズ５
降順 頻出名詞 頻出名詞 頻出名詞 頻出名詞 頻出名詞
１ 図面 案件 MWC MWC 見積もり
２ レイアウト MWC デザイン フロア 施工
３ 実施 必要 レイアウト 連絡 確認
４ 資料 発注 実施 デザイン デザイン
５ デザイン 施工 フロア 展示 共有
降順 頻出動詞 頻出動詞 頻出動詞 頻出動詞 頻出動詞
１ 思う およぶ 思う 思う 思う
２ 出来る しまう いたす いたす もらう
３ 受ける いただく 出来る 出来る 出来る
４ いただける 含める 受ける 行く 送る
５ 見せる 分ける 教える 踏まえる 合わせる
フェーズ６ フェーズ７ フェーズ８ フェーズ９ フェーズ１０
降順 頻出名詞 頻出名詞 頻出名詞 頻出名詞 頻出名詞
１ 提案 期限 図面 確認 登録
２ 連絡 定例会 ルーム 施工 現地
３ デザイン 見積もり 壁面 機材 施工
４ スケジュール 発注 ブリーフィング 修正 最終
５ システム 決定 防音 図面 保管
降順 頻出動詞 頻出動詞 頻出動詞 頻出動詞 頻出動詞
１ 出来る 思う する 思う する
２ 含める 出来る いる いただく 思う
３ 送る 送る 思う 含める 届く
４ 進める 決める なる 出す 出来る
５ 知る まとめる ある もらう 問い合わせる
出所：分析結果に基づき筆者作成。
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表５ 出展プロジェクト（２０１６）における聞き取り調査の対象者
聞き取り調査対象者 所属・業務内容 近接中心性上位
３．宣伝担当マネジャ （ーJP） 出展企業にて出展企画のとりまとめ，予算管理 ―
７．関連会社コーディネータ （ーUK）出展企業にて各事業部の出展要望の整理，具体化 ○
１２．出展社担当ディレクタ （ーUK） 主催社にてレギュレーションに基づく指導・許可 ―
１８．アカウントディレクタ （ーJP） 広告会社にて出展企画の調整，出展企業対応 ―
２３．イベント・プロデューサ （ーJP） 広告会社関連企業にて出展企画の具体化，現地企業との調整 ○
２４．イベント・ディレクタ （ーJP） 広告会社関連企業にて出展企画の具体化，現地企業との調整 ―
２８．総合プロデューサ （ーES） イベント会社にて出展企画の具体化，各協力会社との調整 ○
３５．プロジェクト・エンジニア（ES） AV・IT 機材関連会社にて出展企画の技術的ソリューション提供 ○
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